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▷残された部材を保全し、修復して使用
▷地下の遺構を保護して施工
▷建物の意匠を損なわない耐震補強
▷文化財修復の専門技術者の手による施工

　市では、世界遺産である高山社跡の修復・
耐震補強工事に取り組んでいます。
　現在は母屋兼蚕室を全解体し、部材を修復
した上で再築する修理をしています。解体に
伴う調査の中で、建物に施された養蚕の工夫
が明らかになってきました。
　高山社跡のような文化財建造物の修復・耐
震補強工事は市で初めてのことです。今後も
工事や調査成果の発信に取り組んでいきます。

　
災
害
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
一

瞬
に
し
て
一
変
さ
せ
る
出
来
事
で

す
。
特
に
日
本
は
地
震
・
台
風
・

大
雨
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が

多
く
、
誰
も
が
被
災
者
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
災
害
が
起
き
た
時
に
最
も
重
要

な
こ
と
は
、
人
命
の
保
護
と
身
体

の
安
全
で
す
。
加
え
て
、
平
時
と

変
わ
ら
ず
一
人
一
人
の
人
権
が
尊

重
さ
れ
、
適
切
な
支
援
が
行
わ
れ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

災
害
時
に
発
生
す
る
課
題

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
、乳
幼
児
、

妊
産
婦
、
傷
病
者
な
ど
は
災
害
弱

者
と
呼
ば
れ
、
災
害
時
の
対
応
が

難
し
く
、
自
力
で
の
避
難
や
安
全

確
保
が
困
難
で
す
。
ま
た
、
日
本

語
の
理
解
が
十
分
で
な
い
外
国
籍

の
人
は
、
必
要
な
情
報
を
得
ら
れ

ず
、
支
援
か
ら
取
り
残
さ
れ
や
す

く
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
被
災
す
る
と
多
く
の

人
が
避
難
所
で
の
慣
れ
な
い
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。
生
活
環

境
が
急
激
に
変
化
し
、
不
自
由
な

生
活
を
強
い
ら
れ
ま
す
。
特
に
、

災
害
弱
者
は
適
切
な
対
応
を
受
け

ら
れ
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。

避
難
所
で
の
人
権

　
避
難
所
で
は
、
医
療
や
生
活
物

資
の
不
足
に
よ
り
、
命
や
健
康
を

守
る
た
め
の
基
本
的
人
権
が
十
分

に
保
障
さ
れ
な
い
状
況
に
陥
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
集
団

で
生
活
す
る
た
め
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
確
保
が
難
し
い
状
況
が
発
生
し

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
災
害
時
に
は
、
災

害
そ
の
も
の
の
被
害
に
加
え
、
人

権
が
脅
か
さ
れ
る
と
い
う
二
重
の

苦
し
み
を
経
験
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

安
心
安
全
の
確
保

　
本
市
で
は「
藤
岡
市
地
域
防
災

計
画
」に
の
っ
と
り
、
避
難
時
に

支
援
が
必
要
な
人
を
把
握
し「
避

難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」と「
個

別
避
難
計
画
」の
作
成
・
更
新
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
藤
岡
市

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
作

成
し
、
災
害
発
生
時
の
具
体
的
な

対
応
を
定
め
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
避
難
所
の
混

雑
可
視
化
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
や
災

害
弱
者
の
た
め
の
福
祉
避
難
所
の

開
設
、
性
別
に
配
慮
し
た
避
難
所

の
運
営
な
ど
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
避
難

で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
安
心
安
全
が
確
保
さ
れ
る
た
め

に
は
、
市
民
の
一
人
一
人
が
日
頃

か
ら
災
害
に
備
え
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
特
に
身
近
な
災
害
弱
者
へ

の
支
援
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
重

要
で
す
。
そ
し
て
、
災
害
発
生
時

に
は
、
多
様
な
背
景
や
ニ
ー
ズ
を

持
つ
人
が
平
等
に
扱
わ
れ
、
差
別

や
偏
見
な
く
支
援
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
私
た
ち
市
民

に
求
め
ら
れ
ま
す
。
災
害
時
だ
か

ら
こ
そ
、
人
権
の
尊
重
が
大
切
で

あ
る
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
共
に

支
え
合
う
社
会
を
築
い
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　
地
域
安
全
課（
☎

㉒
７
４
４
４
）・
生
涯
学
習
課（
☎

㉒
6
8
8
8
）

　活動を通して、山に入り、木に触れ、
現場の声を聞く中で、林業の大切さを知
ると同時に、次の世代へどのようにつな
げていくかという課題を学びました。
　その過程で、「ふじおか林業ハイキング
ツアー」を企画運営できたことは貴重な経
験でした。また、イベントや作業に参加し、
地域の皆さんと交流できたことも、私に
とって大きな財産となりました。
　協力隊としての任期は終了となります
が、藤岡市の森林、そして林業の未来を
これからも見守り、支えていきたいと思
います。

　協力隊の任期は残りわずかとなりました。着任当初
は地域の皆さんに温かく迎えてもらい、快く新天地で
の活動をスタートすることができました。

地域おこし協力隊
　　　渋木　香里
問い合わせ　森林課（☎402316）

協
力
隊
の
活
動

は
こ
ち
ら

『感謝の気持ち』

相談 日時 会場 予約 問い合わせ

法律相談 ６日㈪・9日㈭・17日㈮
午後１時～４時 市役所本庁舎

下記期日から電話またはふじ
おか電子申請受付システム（右
記２次元コードを読み取り）
で予約（年度内に１回まで）
▷ ６日＝３月23日㈪
▷ ９日＝３月26日㈭
▷17日＝４月３日㈮

地域づくり課
（☎402211）行政相談 ８日㈬・15日㈬・16日㈭

午後２時～４時
市役所本庁舎
16日は地域づくりセ
ンター鬼石

当日会場へ（予約不要）

人権相談 10日㈮・16日㈭・24日㈮
午後１時～３時

市役所本庁舎
16日は地域づくりセ
ンター鬼石

当日会場へ（予約不要）

不動産相談 15日㈬
午後１時30分～３時 市役所本庁舎

電話またはふじおか電子申請
受付システム（右記２次元コー
ドを読み取り）で予約

心配ごと相談 ８日㈬・22日㈬午後１時～４時 総合学習センター北棟 当日会場へ（予約不要）

市社会福祉協議会
（☎㉒5647）相続・遺言相談 21日㈫午後１時～３時30分 総合学習センター北棟 要予約

ボランティア
相談

毎週月～金曜日
午前８時30分～午後５時 総合学習センター南棟 予約不要▷相談方法＝電話・面談

青少年相談

毎週月～金曜日
午前９時～午後４時
（LINEのみ午後５時まで）青少年センター（教育庁舎内）

予約不要
▷相談方法＝電話・面談・LINE
（アカウント名：藤岡市青少年
センター）

青少年センター
（☎㉔4150）毎週土・日曜日

午後１時～４時

教育相談 毎週火・木・金曜日
午前９時～午後４時

教育研究所
（教育庁舎内）

予約不要
▷相談方法＝電話・面談

教育研究所
（☎㉓9801）

家庭児童相談 毎週月～金曜日午前９時～午後４時 子育て・健康センター 予約不要▷相談方法＝電話・面談
子育て応援課
（☎507805）

高山社跡母屋兼蚕室の建物基礎と耐震補強工事

「10年、20年先の都市環境を創造するまちづくり」を
テーマとした藤岡市の施策を紹介します。

問い合わせ　文化財保護課（☎㉓5997）

　日常生活に関する悩み事、困り事の相談を無料で受けます。相談員は各分野の専門家で、秘密
は厳守します。

ったときの４月の無料相談困

考考
え
る
え
る

人
権
をを

〜
災
害
と
人
権
〜

地域の誇り、世界遺産を保全します
世界遺産「高山社跡」の修復工事

工事の特徴


